
1．はじめに
　2012 年 1 月の事前踏査、同 12 月の分布調査に始
まった金沢大学サウジアラビア遺跡調査団の活動は、
紅海沿岸のワディ・シャルマ遺跡群から、内陸グライ
ヤ平原のワディ・ムハラック、ワディ・グバイ遺跡群、
さらに内陸のサフワーン遺跡群へと順次移動し、2022
年からは北ヒジャーズ地域のワディ・フマイィット遺
跡群に注力している（図 1）。本稿では、2024 年度に実
施した二つの調査─先土器新石器時代 B 前・中期（以
下、PPNB 前・中期）の小型集落遺跡、マスィユーン

（Masyoon）の第 4 次最終発掘調査と、後期新石器時代
の集落・祭祀複合遺跡、フマイィット（Humayyit）の
第 1 次・2 次発掘調査─について報告する。

2．マスィユーン遺跡の第 4次調査
　マスィユーン遺跡は、ヒジャーズ山脈北部の最高峰、
ロウズ山（Jabal Lowz）の東側山麓に広がる花崗岩丘
陵と、この地域の主要水系であるワディ・フマイィッ
トとに挟まれた緩斜面の下端に位置し（図 1）、その面
積は約 0.3～0.5ha と推定される。この遺跡は、1970
年代後半から実施された国家規模の広域分布調査

（Comprehensive Archaeological Survey Program）に
よって確認され、その表採遺物から新石器時代の遺跡
と同定された（Ingraham et al. 1981）。後に再踏査し

たサウジ文化省調査団も、同じ見通しを述べている
（Al-Ansary et al. 2002）。金沢大学サウジアラビア調
査団も活動当初からこの遺跡に着目し、数回の短期踏
査を重ねてきた。発掘は、2022 年の 12 月に始まった

（藤井他 2024）。
　2024 年の 5 月に実施した第 4 次最終調査では、遺
跡南半に 3 つの新たな発掘区を設け、集落の全体像を
探った。その結果、従来の調査で判明していた 2 種の
遺構群のうち、蜂の巣状遺構群は集落の北半に、半円
形ワークショップ遺構群は南半に、それぞれ集中して
いることが判明した。加えて、前者では半地下住居の
床深が徐々に浅くなると同時に、各遺構間の距離が次
第に拡大し、密集型から緩やかな連結形へと変化して
いることが確認された（図 2-1、2）。一方、後者は単
独のものが多く、稀に連結する場合も 2 件以上の事例
は認められなかった（図 2-3）。
　遺跡南北での変化は、遺物でも確認された。打製石
器では、PPNB 前期の指標である円盤型の対向打面石
核とヘルワン型尖頭器の組み合わせから、同中期以降
に特徴的なナヴィフォーム型石核と大型尖頭器（アム
ク型・ビブロス型・ジェリコ型を含む）の組み合わせ
への変化が認められた（図 2-4）。この事実は、この集
落が PPNB の前期から中期初頭まで継続して住まわ
れたことを示唆している。後述するように、14C の
データもこれを裏付けている。
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3．フマイィット遺跡の第 1～2次調査
　この遺跡は、マスィユーン遺跡の北西約 1km のワ
ディ段丘上に位置し、面積は約 1.5ha である。2 種の
遺構群が確認された。一つは、祭祀用の遺構群である。
そのうち遺構群 I と II は、二列の曲線的な石壁と環
状の小遺構を組み合わせたものを基本単位として、こ

れを 10 数基横方向に連ねた構造であった（図 3-1、2）。
遺物は出土しなかった。遺物のない均質なユニットの
横連結は、南レヴァント周辺乾燥域の後期新石器時代
遊牧民に特徴的な「擬集落」に共通している。これに
対して、遺構群 V は直径約 3～5m の環状遺構を連結
しており、床面の中央付近には大型の立石を配してい
た。やはり遺物はなかった。

図 1　マスィユーン遺跡とフマイィット遺跡：地理的位置

図 2　マスィユーン遺跡：発掘区 4～6と出土遺物
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　一方の住居遺構群は、1 件の「田の字」型遺構と 3
件（または 1 件）の矩形単室遺構を L 字型（または I 字
型）に組み合わせた 4 室（または 2 室）構造で、遺跡の
中心部に集中していた（図 3-3、5、6）。技術的には、

（祭祀遺構と同様に）2 列の石積み壁が特徴である。遺
構群 III は単独の、遺構群 IV は一対の遺構群で構成
されていた。これらの遺構群からは打製石器や磨製石
器・石製品などが出土した。前者には、後期新石器時
代の指標であるハパルサ型・ヘルツィリア型石鏃など
が含まれていた（図 3-4、7）。後者は、石臼・摺石、
矢柄研磨器などを含んでいた。なお、マスィユーン遺
跡で多量に出土した装身具は、ほとんど見られなかっ
た。後期新石器時代の矩形住居遺構群は、ヒジャーズ
地方は無論のこと、南レヴァント周辺の乾燥域全体で
も稀であり、注目される。

4．考察
　ワディ・シャルマ 1（2013～2015 年）、マスィユーン

（2022～2024 年）、フマイィット（2024 年）と断続的に
続いた新石器時代集落の調査によって、ヒジャーズ北
部地域における新石器化プロセスの全体像が見えてき
た（図 4）。その冒頭を飾るのが、マスィユーンの小型
集落である（Fujii et al. 2023a, 2023b）。14C 年代測定値
は、同集落が PPNB の前期から中期初頭にかけて存
続したことを示唆している。尖頭器の型式から見て、
ジャバル・カッタール 101 遺跡も前期にまで遡るもの

と考えられる（Crassard et al. 2013）。大きな断絶なく
これに続いたのが、ワディ・シャルマ 1 の集落である

（Fujii et al. 2021）。この集落は、後期まで存続した。
グライヤ平原で試掘されたアル・ウナイナ（Al-Unay-
nah）も 後 期 の 集 落 遺 跡 と 考 え ら れ る（Al-Asmari 
2012）。1930 年代に踏査されたキルワや（Kilwa; Roth-
ert 1938）、近年調査が始まったアッ・アサフィール

（As-Asafir）なども、これと同時期の集落であろう。
フマイィットは、これらに続く後期新石器時代の集
落・祭祀複合遺跡である。ヒジャーズ北部の新石器化
プロセスはこれらの遺跡を通してほぼ完全に見通すこ
とができようになった。これが、一連の調査の最大の
成果である。

図 4　北ヒジャーズ地域の新石器時代編年

図 3　フマイィット遺跡：祭祀遺構群（上）と居住遺構群（下）
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5．まとめ
　先土器新石器文化 A（PPNA）の遺跡こそ確認されて
いないものの、ヒジャーズ北部地域では、PPNB 前期
から後期新石器時代までの約 3000 年にわたる新石器
化の経緯をほぼ隙間なく追跡できる。この事実は、

「肥沃な三日月弧」の西翼が、ヨルダン南部を超えて、
はるかヒジャーズ地方の北部にまで伸びていたことを
意味している（図 5）。ただし、そこでの集落が実際に
農耕牧畜を伴っていたかどうかは、まだ分かっていな
い。この点の検証が、今後の課題である。
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図 5　�「肥沃な三日月弧」の南西隅（西アジア考古学講義ノート編集委員会 2013 の図 1.5.2 に加筆）
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